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て
居
ム
､
増

群
朔
女
躍

々
の
l
い
で
i
:
ち
で
､
41絹

も
布
巾
携
仙W
で
め
る
､
所
謂

デ
ッ
キ
バ
ツ
Lセ
ン

ジ
ャ
ー
で
か
ろ
､
黙
.
L
月
槌

に
汚
れ
た
緋

布
払
弼
ひ
､
平

泉
に
構

-
r
LIJ

恰
ろ
促
tj_
,九
,工芸

～_
れ
氾
汚
ね
r
Jで
み
ろ
､
色

こ
そ
呪
芦

が
粧
つ
rq
J其
他

の
良

子
-1
肺
Li文

明
か
以
て
嘩

葦

;i=
ろ
紙
人
烹

班

り
け
な

い
､
牛
m
心
ふ

,,
色

々
の
悠
沿
,1
う
iI
.J"

言

わ
紺
な
か
つ
㌔

士

ハ
ロ
ー
幣

捌
け
ス
7

1
ラ
比
の
北
岸
加
速
て
居
ろ
､
流
に
陸
･:fH
h

眺
め
八
部
が
‖
湘
ろ

､
門
舶
二
地
行
き
･A;･9ふ
雪

ス

コ
ー
ル
が

榊
射
水
で

,勺
1
や
･==
れ
i1
空
所
々
_=
暗
･f
完

甜
め
る
､
食
後
例
に
よ
り
諭
ふ
先
般
.i

三

,
小
三
:=
十
の
痴

れ
ろ

G
ol
d

e

n
lT･ilTl
が
旦

TJ
i1
の
で
冨
士
に
雄
で
羽

衣
年

ブ
i1
ふ
､
捕
梢
叫

風

;.fT
Jiii波
柵
(:=
い
船
脚
の

湘
揃
か
-
悠
す
ろ
ー

山
等
鎚
相
手
伽
川
嶋
舟
氏
にt
-
此
凪
に
桝
訓

才
き

-W
ebt･芋

rLSO
On
で
み

ろ
か
ら
午
枚
に
托
少
し
糾
-
叱
り
刺
は
-1
仰

は
げ
し
-
な
り
ま
す
.･･Lー
兆

せ
る
か
な
潮
々
空
相
抹
縫
り
川
し
虫
墾

止
ち
込
め
鮎
州
試
細
り
::淵tい
印
限

り
が
な
い
､
架
的
北
に
し-
和
船
･1‥

琶

ow
Llh
の
小
･L=.雅
兄

へ
ろ
棒
に
=#
=
'>

て
め
ろ
が
今
川
北
東

も
LJ
-
㈹
棚
い
が
拐
(-=
閉
脚
か
ー

ニ

ス
T
L
T
.EEti
北
.=･州

な
眺
め
柑
i1
り
み
で

ベ
ン
ガ
ル
冊
に
光
し
か
ゝ
ろ
､品

11
吹
弟
に
抑
乱
-

肘
糟
瑚
描
故
烈
ー
･,3
亦
加

づ
･T7兆
雪

空

汁
一閃
或
は
･g=L違

11
戒
.i-
ス
13

腔

倣

n

批

ー
卑
ン
グ
>L
I
ム
に
或
は

y
y
ア

>̂
ル
ー
ム
に
逃
げ
込
む
ー
三
時
頃
に
な

り
雨
も

一
昨
哨
れ
波
-
柵

や
',だ
の
セ

ホ
ッ
ト

Z
息
中
城
.i
-j
て
散
渉
な

さ
始
む
tt.時
平
の
御
茶

には
お
H_
I.i.V<
･-;

ろ
三
心
丸
拳
士
の
前
偶
が
あ
っ

た
の
で
川
て
見
ろ
臆
が
太
-
な

つ
i1
6
1で
叉
散
少
で

ろ
ー
前
方
の
増
車
見

ち
-
＼

製
氷
.･･.%･風
教
雨
Y壷

舶
倍
率

i
効
-
佃
凄
さ
邸
限
り
な
し
､
然
し

バ

ロ
メ
ー
タ
ー
は
別
に
輿
鮮
碧
ボ
め
さ
す
夕
軍

1
ほ

1
厨
･揃
-
二
十
九
イ

ン
チ
七
十
_こ
上
つ
i1
か
ら
碑
か
に
安
心
L
il
l
の
ゝ
よ

い
東
沖
で
は
な
か

っ
た
,

叔
端
票

竃

の
･r]_
火
G
l
デ
ッ
キ
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
で
､
此
大
駁
雨

に
泌
-
べ
rrTj揚
桝
も
な
-
大
刷
り

で
あ
っ
王

城
ろ

1
人
が
本
永
博
士
-

天
竺

枚
で
は
相
補
の
摘
め
.1
発
病
り
番
が
み
ろ
-
せ
め
て
天
茄
聖

夜

訳
;
i/
も
ら
い
た
い
寸｣
榊

へ
ii
さ
-
で
あ
る
が
､
如
何
11
未
関
り
デ
ッ
キ

パ
ッ
セ
ン
･Ih
ヤ
-
?,
ti
云
へ
此
り
火
蚊
粥
に
入
十<L
べ
ネ
疲

仲
も
な

い
の
ほ

如

何
に
も
同
隅
に
域

へ
な

い
｡

十

七

日

-

輔

ー
珊

越

き

て

見
ろ
1J
昨
日
1J地
下

空
け
鵬
範
塊
で
夙
-
,
柵

凧
･4
,汰
-
糾
し
づ
よ
っ
て
揺
る
､
黙
_こ
け

ス
マ
ト
ラ
抱
か
ら
鞘
約
山一背

理

の
地
怨
む
て
i=
あ
ー

コ
ロ
ン
が
準

ハ
甘
七
十

飴
粕
で
み
ろ
､
汽
聖

地
に

‖
骨
七
地
平
･1=
帆
か
け
の
舵
珊
心で
態
て
居
ろ
之
に
圧
し
て
本
棚
-ユ
迎
凪
り

絹

め

榊
油
化心L
-

抑口
り
如
き
約
凹
十

桝
も
損
払
出
し
モ

J
.
凧
の
絹
め

･
1
=

出

つ

る

潮

細
り
朋

食は
航

猫
額
に
モ
つ
て
は
極
め
て
茄
嬰
で
､
段
々
よ

い
糊
肘
も

目
撃

せ
れ
て

解
る
州
で

は日
本
水
路
耶
-=
肘
の
潮
流
閥
の
他
兆

米
桝
速
G
H

･10
n
th
ll
C･urren
t
ch
Llrt
か
仲
川
し
て
Ti=t
〃

ー
午
後
三
嶋
午

帽
か
ら
紀

め
Wl
秋
.1
川
イ=･､
竺

鴨
川
昏
ふ
､
川
本

マ
ス

ト
り
榊
で
あ
る

糊
脚
長
?

､
此
式
り
朋
は
=
本
.i
-1
米
だ
見
な
い
寸J
.
心
音

･==
れ
て
尉
ろ

が
冊
怖

々
概
婚
芯

地
L
風
紋
も
州
償
拙
い

然
し

ス
ヨ
ー
>-
-エ
ス
マ
rL
tフ

火
(
セ

濫
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地

味

妃
悔
み
i=h
J
L
て
印
戊
排
船
関
す
る
に
従
て
少
-
な
ろ
今
日
_ェ

叫
周
も
製

氷
し
な
い
､
久
し
-
邦
し
な
か
つ
f1
日
伐
り
凡朗
色
か
今
日
は
美
し
-
押
し

た
1
日
泊
り
光
に
埋

り
さ
れ
て
晒
演
の
小
片
急
流
に
飛
:rT*
:色
細
々
見
事

に
､

い
つ
-
か
米
天
端
-
明
月
り
け
り
ー
支
那
磁
上
で
見
γ
放
月
に
早
や

準
月
に
近
-
拙

い
畑
に
鰐
ん
で
且
ゆ
る
-
納
め
六
桃
で
あ
っ
i
l
､
放
り
り

壮
快

に夕
食
碑
林
永
腔
地
代
等
}J
船
首
甲
鶴
に
-;
て
校
風
に
,i-･+
lれ

つ
ゝ

歌
ふ
､
然
し
棚
状
H_
沈
石
に
薯
い
か
.h
石
綿
博
士
bT
御
堅

邪
に
依
り
斬
誠

吸
で
求
め
た
基
･f･桝
谷
用
ふ
ろ
､
よ
-
放
ら
れ
iI
｡

十
八
EE
､
晒
ー

空
相虫
て
依
り
凪
11
祁
解
ら
ず
,｡.i.い
が
､
波
は
弟
聖
ヾ

な
い
､
然
し

ペ
ン
が
ル
搾
り
薫
申
･rJ
て
紅
曲
大
き
-
捌
拭
仰
'J.な
く
不
快

で
あ
る
-+
岬
か
ら

1
等
速
将
手
銚
E=
氏
の
案
内
で

C
h
art
三

m
,

C
ab
il,.

私
見
Erf
す
､
舶
閏
か
ら
､航
佃
=
;T
;
ー飾
付
輩
撒
水
路
部
案
,<Z
t

舶

宅
故

､

信
雛
榊
~
縮
刷
よ
り
経
緯
儀
ー
甜
針
輔
､
セ
キ
ス
タ
ン
ト
に
:n
.る
道
詳
細

耽
明
船
舶
-
1
告
に
は
北
相
克
嘩

手

六
分
東
経
八
十
四
戊
五
十
B
.分
り

鑑
み
立
て
樹
リ

コ
ロ
ン
ボ
へ
は
三
甘
光
十
飴
拙
､
捌
口
～J
mhE
捲
り
鞄
光

Î,

な
っ
た
ー
夕
食
に
_
(;I歩
が
川
41
7
同
大
事
､
徳
･..:還

り

｢
口
本
か
ら
日

本

へ
｣
.i
-
,
冷
参
り
紀
和
が
各
州
見
受
け
41
か
日
本
人
11
冷
葬
れ
飴
私
噌

む
も
り
),
見
え
ろ

p今
弦
十
岬
頃
的
舶
句
舶
に
川
骨
つ
il
O

十
九
日
ー
晒
ー
九
･
1
親
船
舵
り
ま
ゝ
聴
音
法
搾
士
}J
キ
ャ
ン
デ
ー
行
な
語

る
､
氏
は
関
本
獅
寺
脚
僻
村
で
も
あ
り
P
キ
ャ
ン
デ
I
は
錫
協
唯

l
の
飾

出
だ
か
ら
曲
非
行
き
た

い
?J
の
串
で
む
つ
4
1
-
甲
籾
に
川
ろ
大
京
よ
-
波

も
比
蛇
的
櫛
に
な
っ
て
蹴
り
右
舷
に

7
地
の
舶
私
見
41
､
租
花
-
､
地
平
地

上
押
le
l.qり
中
細
に
僻
諺
か
挑
め
､
水
天
紡
紳
輔

1
燈
り
m
心
ひ
み
な
し
七
が

縦
も
耽
-
鋪
御
良
で
め
る
邸
か
秘
め
愉
快
で
あ
っ
ii
U

･ヽTT
A-_LTJノ
._I-
1
.
-
1-
1=iJJ･1JA
.I
-
-
I-

欝
二
番

節

六

鵜

究

入

監
六

早

々

朝
食
な
す
ま
せ
印
収
に二
川
i1
時
_ヱ
班
に
中
也
な
露
地
の
上
に
高
峰

り
餌
(a)に

推
_ェ
れ
て
尉
ち
ら
が
刑
か
.1
九

･hJて
尉
il
p
戊
判
に
軌
L
]岬

は
島
=
南

端

ヒ
o
na
r
a

h
ead

で
､
3.･=
峠
は
布

令

な

A
(h
m
s
p
邑
ハ
で
あ
ら
､つ
､
案
内
記
に

仰
加
山
王

16か
磁

紘
七
千
三
宵
況
十
二

呪
ー
山
城
り
岩
上
.1二

一
凹
所
め
り
､
俳

枕
は
之
か
抑
辿
り
児
跡
だ
し
､
回
数
従

は
人
紬
ア
ダ
ム
の
足
跡
'J
L
ー
印
度
欽

祉
H_
北
ハ榊
畔
捗
り
足
跡
tJ
な
し
二
.改

り

倍
額
四
時
生
山
す
云
々
?J輩
て
尉
る
額

で
あ
る
ー
懲
-
童
k
.か
つ
て
併
i1
ス
Tt

I
ル
が
叉
塾
兆
し
て
流
れ
､
色
々
の
感

想
に
耽
り
つ
ゝ
島
招･hS
の
麺
化
し
て
行
-

紫
色
払
眺
め

､
牛
綴
り
四
時
tこ
は
陸
粒

に
飴
相
接
虻
､
郁
子
榊
g
L碓
み
な
す
ら

眺
め
紺
る
株
に
な

/J
t
､
愈
々
上
磯
モ

準
備
な
../JiJ
C･内
に
､
壮
大
な
防
波
枕

も

い
つ
し
か
過
Iq
,て

コ
ロ
ン
か

(
C
olo

m
j)C
)
路
に
;mm;
L
il
.
樽
見
.r
ろ
延
滞
的

飴
り
火
4
,-
は
な
い
､
梅
搾
り
未
方
に

は

即
決

也
-
有
力
に

は

火
炎

]a
雌
郎
立

1

番
経
の
摸
な
仰
削
托
な
い
が
州
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t.{町

だ
官
放
つ
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1
第
客
は
火
部
分
今
=
中
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に
キ
ャ
ン
デ
ー
ハh.aTld
.v
j
に
行
4
,
T
泊
り
投
光
で
あ
り
･_77TT分
-
之
に
加
_

ち
邸
に
L
i
L
か
ら
蔚
沌
早
々
上
陸
す
る
､
椛
桁
.rl_
番
格
に
-
新
品
収
に
-

見
な
い
火
規
粒
G
Tも

の
で
､
此
艦
迄
氷
ろ
ミ
流
石
り
支
那
人
も
居
ら
ず
不

況
で
な
い
か
ら
如
拙
よ
-
川
口
の
舶
堂
iZ
で
少
し
術
称
し
て

目
方｡

ル
ヒ
ー

セ
ン
ノ

糾
閥
で
は
油
放
け

餌

か
即
位
tJ
L
下
.1
仙

が

わ
リ
可
仙
が

f
田
に
常
リ

)
留
は
邦
放
り
約
五
十
九
紙
に
粕
併
す
る
t

i
行
は
既
光
り
出
.脚
部
に
分

乗
キ
ャ
ン
ヂ
I
tニ
向
ふ
､
キ
ャ
ン
ゲ
I
は
Tl
ロ
ン
が
市
り
東
北
七
十
p-ー
哩

の
越
に
位
L
､
汽
坪
で
約
的
時
間
~
灼
湖
印
で
も
三
岬
同
ーェ
か
J
ろ
.
八

岬
頃
で
な

け
れ
ば

到
治
し
柑
な
い
､
由
分
け
例
_こ
依
り
穂
川
､
小
目
､
本

永
､
腔
池
川
氏
?J
同

乗
す
る
､
支
那
町
如
似

り
汚
な

い
町
松
組
リ
ー
キ
ャ

ン
ゲ
I
行
軌
踏
み
越
す
tJ
愈
々
郊
外
,1二
川
ろ
泣
_ェ
榊
燈
ら
ず
立
派
で
閑
側

り
北
脚
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よ
-
試
て
捕
り
.
郁
子
机
パ
ン
粉
等
熱
仰
他
机
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が
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引
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*
桝
放
れ
の
土
人
･.家
屋
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準
し
気
.1
旦
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滑
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印
戊
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氾
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で
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し
て
-
れ
ろ
~
土
人
の
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相
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帝
の
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で
年
1
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瀧

か
作
.つ
て
竹
光
に
吊
し
戸
前
払
飾
っ
て
肘
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中
に

ti
州
子
の
新
井
で
ア
ー

サ
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迫
り
紙
製

り鵬
旭
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し
て
居
る
の
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み
ろ
ー
収
静
の
説
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に
供
ム
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J

明
後
日
か
押
付
の
藤

細
目
で
み
ろ
か
ら
キ
ャ
ン
デ
ー
で
け
御
祭
が
あ
り

各
戸
燐
龍
に
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火
し
て
之
か
射
ろ
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で
わ
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ビ
ー
恰
も
日
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の
七
夕
か
約
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㍍
り
榛
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し
わ
､

キ
ャ
ン
ゲ
-
托

陥
枇
約
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千
帆
の
･:Ei
地
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ー

R
a
d

u
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P
亡
云
ふ
峠
の
鮭
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紹
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=
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授
L
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で

岬
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ぜ
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の
放
伐
私
感
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に
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の
毎

払
眺
め
柑
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り

み
で
何
も
桝
ろ
印
が
川
北
LLi
ん
だ
ー
峠
か
越
す
ビ
粗
砂
柵
.中
世
.1こ
な
り
幣

-
敬
t.=h
J
鵜
行
し
て
法
り
柵
脹
か
な
打
払
出
品
､
何
時
し
か
火
大
月
約

-

鵬
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肌
a
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な
り
約
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な
林
間
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法
る
明
快
1J
な
つ
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､
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て

7

舵

駄

目

凱

純
な
披
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菰
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賦
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ャ
ン
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の
蛾
に
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あ
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脈

打

な
町
船
細
り
ク
イ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
刑
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し
た
ー
幡
牌
に
八
時
払
過
ぎ
早
い

坪
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比
に
冶
し
て
休
･湖
心し
て
騨
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向
･1
わ
つ
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ホ
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四
脚
の
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派
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班
咽
で
ホ
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し
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純
L
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脚
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し
か
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で
め
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静
池
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ホ
テ
ル
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擢
桁
下

は

休
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